












































































































































































































































































































































































































ることもでき、米国AAC&U（Association of American 
Colleges & Universities）では複数機関間で共通に活用
することが可能な指標の開発が進められている。
結び
　本学の教育システム改革は始まったばかりであ
る。dotCampusはアクティブラーニング（能動
学習）を実施するためにも有効である。更に、仮
想空間を利用して、教員、学生同士が参加する学
修、ディープラーニング（深い学習）へと活用す
ることも出来る。しかし現在のシステム使用率は、
他大学に比較して非常に低く、学生への通知メー
ル送信機能である「お知らせ管理」を含む教育側
使用者率は10%に満たないであろう。他大学の例
では、使用率の統計を全教員に明示することによ
って、初年度2,30％から３年目では60%としてい
る大学もある。本学においては、今後、個々の授
業科目、分担授業科目、実習教育科目、履修カル
テ、課外学習、学生の進路等の、福利厚生などの
システムが、ひとつのシステム上で運用可能とな
れば、個々の学生に関する情報が集約され、個別
化した教育プランを実行しやすくなるであろう。
新しい教育システム構築と運用が「個人情報の管
理は大丈夫か」といった一言で一蹴されることな
く、物理的なシステムの分散、緻密なアクセス管
理システムによって可能であり、従来の方法より
はるかに安全であることが理解されるように啓蒙
しつつ、全体の合意を形成することが必要である。
　少子化を迎えて大学を取り巻く環境は厳しくな
ることが予想される。しかし本来教育は環境の変
化に対応することよりも、より良い教育を求めて
教育改革を行うべきものである。本学こそは教育
の基本に立ち返って、学生一人ひとりが、生涯学
び続ける人間となるような学習環境を整備してい
かなければならない。
引用文献
・「eラーニング等のICTを活用した教育に関する
調査報告書（2008年度）」メディア教育開発セ
ンター　平成21年３月
 （かねこ　なおひろ　子ども学部）
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